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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第３部門第３区分
【発行日】平成23年9月15日(2011.9.15)

【公表番号】特表2010-535898(P2010-535898A)
【公表日】平成22年11月25日(2010.11.25)
【年通号数】公開・登録公報2010-047
【出願番号】特願2010-520253(P2010-520253)
【国際特許分類】
   Ｃ０８Ｌ  67/02     (2006.01)
   Ｃ０８Ｋ   5/43     (2006.01)
   Ｃ０８Ｋ   5/42     (2006.01)
   Ｃ０８Ｋ   5/47     (2006.01)
   Ｃ０８Ｋ   5/49     (2006.01)
   Ｄ０１Ｆ   6/62     (2006.01)
   Ｄ０１Ｆ   6/92     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｃ０８Ｌ  67/02    　　　　
   Ｃ０８Ｋ   5/43    　　　　
   Ｃ０８Ｋ   5/42    　　　　
   Ｃ０８Ｋ   5/47    　　　　
   Ｃ０８Ｋ   5/49    　　　　
   Ｄ０１Ｆ   6/62    ３０６Ｐ
   Ｄ０１Ｆ   6/92    ３０４Ｇ

【手続補正書】
【提出日】平成23年8月1日(2011.8.1)
【手続補正１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００８７
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００８７】
実施例１～２
　比較例Ａおよび実施例１～２の試験結果を表１において提示している。示したように、
難燃添加剤は、低い０．５％添加剤レベルでさえ、ポリトリメチレンテレフタレートの難
燃性を改善した。

【表１】
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【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００８８
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００８８】
　以上、本発明を要約すると下記のとおりである。
１．（ａ）（樹脂成分の質量を基準にして）少なくとも約７０質量％のポリトリメチレン
テレフタレートを含む（全組成物質量を基準にして）約７５～約９９．９質量％の樹脂成
分と、
　（ｂ）（全組成物質量を基準にして）難燃添加剤として約０．０２～約５質量％のフッ
素化スルホネート塩を含む（全組成物質量を基準にして）約０．０２～約２５質量％の添
加剤パッケージと
を含むポリトリメチレンテレフタレートベースの組成物。
２．フッ素化スルホネート塩が式（Ｉ）
　　　Ｍ＋Ｑ－　　　（Ｉ）
［式中、Ｍ＋は、リチウム、ナトリウム、カリウム、セシウム、ピリジニウム、ピリダジ
ニウム、ピリミジニウム、ピラジニウム、イミダゾリウム、ピラゾリウム、チアゾリウム
、オキサゾリウム、トリアゾリウム、ホスホニウム（phosphium）およびアンモニウムか
らなる群から選択されるカチオンであり、Ｑ－は、式（ＩＩ）および式（ＩＩＩ）
【化１５】

（式中、
　Ｒ１１およびＲ１２の各々は、独立して、
（１）ハロゲン、
（２）－ＣＨ３、－Ｃ２Ｈ５、または場合によりＣｌ、Ｂｒ、Ｉ、ＯＨ、ＮＨ２およびＳ
Ｈからなる群から選択された少なくとも１つのメンバーで置換されるＣ３～Ｃ１５直鎖も
しくは分岐のアルカンもしくはアルケン
（３）－ＯＣＨ３、－ＯＣ２Ｈ５、または場合によりＣｌ、Ｂｒ、Ｉ、ＯＨ、ＮＨ２およ
びＳＨからなる群から選択された少なくとも１つのメンバーで置換されるＣ３～Ｃ１５直
鎖もしくは分岐のアルコキシ、
（４）場合によりＣｌ、Ｂｒ、Ｉ、ＯＨ、ＮＨ２およびＳＨからなる群から選択された少
なくとも１つのメンバーで置換されるＣ１～Ｃ１５直鎖または分岐のフルオロアルキル、
（５）場合によりＣｌ、Ｂｒ、Ｉ、ＯＨ、ＮＨ２およびＳＨからなる群から選択された少
なくとも１つのメンバーで置換されるＣ１～Ｃ１５直鎖または分岐のフルオロアルコキシ
、
（６）Ｃ１～Ｃ１５直鎖または分岐のパーフルオロアルキル、および
（７）Ｃ１～Ｃ１５直鎖または分岐のパーフルオロアルコキシ
からなる群から選択される）
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からなる群から選択されるアニオンである］
の塩である上記１に記載のポリトリメチレンテレフタレートベースの組成物。
３．Ｍ＋が、
（ｉ）式（ＩＶ）のピリジニウムカチオン
【化１６】

（ｉｉ）式（Ｖ）のピリダジニウムカチオン
【化１７】

（ｉｉｉ）式（ＶＩ）のピリミジニウムカチオン
【化１８】

（ｉｖ）式（ＶＩＩ）のピラジニウムカチオン

【化１９】

（ｖ）式（ＶＩＩＩ）のイミダゾリウムカチオン



(4) JP 2010-535898 A5 2011.9.15

【化２０】

（ｖｉ）式（ＩＸ）のピラゾリウムカチオン
【化２１】

（ｖｉｉ）式（Ｘ）のチアゾリウムカチオン
【化２２】

（ｖｉｉｉ）式（ＸＩ）のオキサゾリウムカチオン
【化２３】

（ｉｘ）式（ＸＩＩ）のトリアゾリウムカチオン
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【化２４】

（ｘ）式（ＸＩＩＩ）のホスホニウムカチオン
【化２５】

および（ｘｉ）式（ＸＩＶ）のアンモニウムカチオン

【化２６】

（式中、
　Ｒ１、Ｒ２、Ｒ３、Ｒ４、Ｒ５およびＲ６は、それぞれ独立して、
（ａ）Ｈ、
（ｂ）ハロゲン、
（ｃ）－ＣＨ３、－Ｃ２Ｈ５、または場合によりＣｌ、Ｂｒ、Ｆ、Ｉ、ＯＨ、ＮＨ２およ
びＳＨからなる群から選択された少なくとも１つのメンバーで置換されるＣ３～Ｃ２５直
鎖、分岐もしくは環式のアルカンもしくはアルケン、
（ｄ）Ｏ、Ｎ、ＳｉおよびＳからなる群から選択された１～３個のヘテロ原子を含み、場
合によりＣｌ、Ｂｒ、Ｆ、Ｉ、ＯＨ、ＮＨ２およびＳＨからなる群から選択された少なく
とも１つのメンバーで置換されるＣ３～Ｃ２５環式アルカンまたは環式アルケン、
（ｅ）Ｃ６～Ｃ２５非置換アリール、またはＯ、Ｎ、ＳｉおよびＳからなる群から独立し
て選択された１～３個のヘテロ原子を有するＣ６～Ｃ２５非置換ヘテロアリール、
（ｆ）Ｃ６～Ｃ２５置換アリール、またはＯ、Ｎ、ＳｉおよびＳからなる群から独立して
選択された１～３個のヘテロ原子を有するＣ６～Ｃ２５置換ヘテロアリール
からなる群から選択され、ここで該置換アリールまたは該置換ヘテロアリールは、
（１）－ＣＨ３、－Ｃ２Ｈ５、または場合によりＣｌ、Ｂｒ、Ｆ、Ｉ、ＯＨ、ＮＨ２およ
びＳＨからなる群から選択された少なくとも１つのメンバーで置換されるＣ３～Ｃ２５直
鎖、分岐もしくは環式のアルカンもしくはアルケン
（２）ＯＨ
（３）ＮＨ２、および
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（４）ＳＨ
からなる群から独立して選択された１～３個の置換基を有し、
Ｒ７、Ｒ８、Ｒ９およびＲ１０は、それぞれ独立して、
（ｇ）－ＣＨ３、－Ｃ２Ｈ５、または場合によりＣｌ、Ｂｒ、Ｆ、Ｉ、ＯＨ、ＮＨ２およ
びＳＨからなる群から選択された少なくとも１つのメンバーで置換されるＣ３～Ｃ２５直
鎖、分岐もしくは環式のアルカンもしくはアルケン
（ｈ）Ｏ、Ｎ、ＳｉおよびＳからなる群から選択された１～３個のヘテロ原子を含み、場
合によりＣｌ、Ｂｒ、Ｆ、Ｉ、ＯＨ、ＮＨ２およびＳＨからなる群から選択された少なく
とも１つのメンバーで置換されるＣ３～Ｃ２５環式アルカンもしくは環式アルケン
（ｊ）Ｃ６～Ｃ２５非置換アリール、またはＯ、Ｎ、ＳｉおよびＳからなる群から独立し
て選択された１～３個のヘテロ原子を有するＣ６～Ｃ２５非置換ヘテロアリール
（ｋ）Ｃ６～Ｃ２５置換アリール、またはＯ、Ｎ、ＳｉおよびＳからなる群から独立して
選択された１～３個のヘテロ原子を有するＣ６～Ｃ２５置換ヘテロアリール
からなる群から選択され、ここで該置換アリールまたは該置換ヘテロアリールは、
（１）－ＣＨ３、－Ｃ２Ｈ５、または場合によりＣｌ、Ｂｒ、Ｆ、Ｉ、ＯＨ、ＮＨ２およ
びＳＨからなる群から選択された少なくとも１つのメンバーで置換されるＣ３～Ｃ２５直
鎖、分岐もしくは環式のアルカンもしくはアルケン
（２）ＯＨ
（３）ＮＨ２、および
（４）ＳＨ
からなる群から独立して選択される１～３個の置換基を有し、
　そして、ここで場合により、Ｒ１、Ｒ２、Ｒ３、Ｒ４、Ｒ５、Ｒ６、Ｒ７、Ｒ８、Ｒ９

およびＲ１０の少なくとも２個は一緒になって環式または二環式のアルカニル基またはア
ルケニル基を形成する）
からなる群から選択される請求項２に記載のポリトリメチレンテレフタレートベースの組
成物。
４．Ｑ－が、フルオロアルキルスルホニルおよびビス（フルオロアルキルスルホニル）イ
ミドのアニオンからなる群から選択される上記２に記載のポリトリメチレンテレフタレー
トベースの組成物。
５．Ｑ－が、フルオロアルキルスルホニルアニオンおよびビス（フルオロアルキルスルホ
ニル）イミドアニオンからなる群から選択される上記３に記載のポリトリメチレンテレフ
タレートベースの組成物。
６．添加剤パッケージが、（全組成物質量を基準にして）約０．１～約１質量％のフッ素
化スルフェート塩を含む上記１に記載のポリトリメチレンテレフタレートベースの組成物
。
７．添加剤パッケージが、（全組成物質量を基準にして）約０．５～約１質量％のフッ素
化スルフェート塩を含む上記１に記載のポリトリメチレンテレフタレートベースの組成物
。
８．ポリトリメチレンテレフタレートが、テレフタル酸または酸等価体と１，３－プロパ
ンジオールの重縮合によって製造されるタイプのものである上記１に記載のポリトリメチ
レンテレフタレートベースの組成物。
９．１，３－プロパンが生物学的に誘導された１，３－プロパンジオールである上記８に
記載のポリトリメチレンテレフタレートベースの組成物。
１０．ポリトリメチレンテレフタレートがポリトリメチレンテレフタレートホモポリマー
である上記１に記載のポリトリメチレンテレフタレートベースの組成物。
１１．樹脂成分が別のポリマーを含む上記１に記載のポリトリメチレンテレフタレートベ
ースの組成物。
１２．樹脂成分がポリエチレンテレフタレートを含む上記１１に記載のポリトリメチレン
テレフタレートベースの組成物。
１３．樹脂成分がポリブチレンテレフタレートを含む上記１１に記載のポリトリメチレン
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テレフタレートベースの組成物。
１４．樹脂成分がナイロンを含む上記１１に記載のポリトリメチレンテレフタレートベー
スの組成物。
１５．添加剤パッケージがＴｉＯ２を含む上記１に記載のポリトリメチレンテレフタレー
トベースの組成物。
１６．上記１に記載のポリトリメチレンテレフタレートベースの組成物を調製する方法で
あって、
（ａ）フッ素化スルフェート塩およびポリトリメチレンテレフタレートを備える工程と、
（ｂ）該ポリトリメチレンテレフタレートと該フッ素化スルフェート塩を混合して、混合
物を形成する工程と、
（ｃ）該混合物を攪拌しつつ加熱し、ブレンドして、組成物を形成する工程と
を含む方法。
１７．工程（ｃ）が約１８０℃～約２７０℃で行われる上記１６に記載の方法。
１８．上記１に記載のポリトリメチレンテレフタレートベースの組成物から製造された物
品。
１９．繊維の形態にある上記１８に記載の物品。
【手続補正３】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　（ａ）（樹脂成分の質量を基準にして）少なくとも約７０質量％のポリトリメチレンテ
レフタレートを含む（全組成物質量を基準にして）約７５～約９９.９質量％の樹脂成分
と、
　（ｂ）（全組成物質量を基準にして）難燃添加剤として約０.０２～約５質量％のフッ
素化スルホネート塩を含む（全組成物質量を基準にして）約０.０２～約２５質量％の添
加剤パッケージと
を含むポリトリメチレンテレフタレートベースの組成物。
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